
 

     
       

  

 

   
     

    
     

   
      
      
   



 

 
 

 

 

    

  

 

                                         
  

                             



 

  

  

 



 

   



 

  



 

 



 

 





    

 

 

 



 

  

  



 

 

 

 



 



 



 

   



   



 



 



 



 

 



 



  

 



  



          
          
               
            

          

  



 

   



 

 

 

 

 

  

 

 

 

  



 

 
 

 

 

 

 

 

 





  



    

  

  



 

    

  

    

   

    

  



 

 

   

 



  



  

  

 



  

 

 





  

  



 

   

  



 

 



 

 

 

 



 



 

 



 

 



  



 

  





思っておりますてす、ハイ ． 実験をしなくても論文が書けるご時勢、論文読まず ともレポートは

・けるんじゃないですか、冥療．私1:"背信の学主” なのだ． ＜論文読2ずにレポートを書くな

どという芸当は、たとえば臭野先主みたいな海干山干の学者になって初めてできることて、貴方

みたいなかけ出しの学主のやることじゃないわよー冨家＞＜ちょっと待て。 それては矛ムが、 絹

査もせずに給文苔いてるよう（こ閲えるやないか ー 会長＞＜あれ？ そうCゃなかったんですか

- 3局長＞

※ 途中てすが、 ここて注をひとつ． 3島長｛ここの原稿を書きながら、 「背信の科字

者たち」 という本をほんておりました。 アメリカのジャ ー ナリストが書いた本で、

科字者が出世のためにいかにデ ー クを偽造するかという冥例をたくさん集めてい2

す。 それをもじって、 ＂背信の字生’' などと言っておるのてす。 だれにもわからん

ようなこと、説明抜きで書くな！ 字界で出世 するためのノウ・ハウを真面目に書

いた「サイエンテイスト ゲ ー ム ー 成功への道」という、正反対の面日い本もあ

り、次号て特集します。乞御期待。 （会長） ＜ ＂乞御期待’' と書い て、御期待に沿

ったこと 一度もないやないですかー 2 局長＞＜ま あそういうな。 当方にもいろい

ろ都合があってな ー会長＞

また・話がそれた．

いや、 しかし、長い間会長の世話になってます、ホント。会長は筋進いの師匠て、 ウチの教

授は見当違い。感謝してます。歯の浮くような苔評は守げない（ナど、心にもないようなお世辞ぐ

らいは言っときましょう． ＜オ・レは ｀＇唯物誌者” やから、お世辞よりモノの方がええー会長＞

ここらで話組をかえたい（ナど、もう残りのペ ージも埋まるでしょう． ＜ちょうどよいところ

ゃ。 あと半ペ ー ジしかない＞ 来年度から干円会員になってしまうから、 もっと学会誌を出して

下さい．百円会員の時は得したような気がしてたんだけと…... あ、 こんな事言うと、君が原

稿をたくさん系めればエ工、 ＜そうや、君は永久 3 局長やもんな＞ とか言われるから、 やっば

り、 いいてす ． これからもその調子で選当にやってください。 ああ、オレって無責任だなあ。 と

感心したとこて、 おしまい。

＜長らく大学に居すわって、第3編集局を勝手（こつくり、 落ちこぼれのくせにいちばん大きな隕

をして屈いでいた3人俎も、 ょうやく出ていくことになりました 0 これて．も国只局を；｝けさをとり

もどし、 ｀｀渇集局だより’'も正常化し、生物学会誌の認西はもっと浜面目な ｀’論文” て坦まるこ

と（こなるでしょう。会員のみなさんと共に喜びたいと思い ます。 た だ、今のところ2~3人、万

ちこぼれそうな学主がいて、それがち.tっと気がかりてす．本当の汚ちこぼれにならぬよう、 た

だ今恐命に指忠中なのてすが一会長＞＜会長が “ i旨．苓” するから落らこぼれるんじゃないてす

かー3局長＞
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